
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和8年度学校評価 計画

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標

（数値目標）

進捗度

（評価）
進捗状況と見通し

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○算数科を中心とした学習指導法の工夫と改善 ○算数科単元テストの「知識・技能」において、
全校平均が８０％以上
○「自分の考えが深まったり、新しい考えが見つ
かったりした。」の質問に対して、肯定的な回答
をする児童の割合80％以上。
○「話し合い活動を取り入れ、互いの考えを深
め合わせている」の質問に対して、肯定的な回
答をする職員の割合80％以上。

・全教科において、対話活動を効果的に取り入
れた授業を行う。その際、話し合いの視点を示
し、見通しをもって話し合うことができるようにす
る。
・児童が、一人一人の違いを認め合い、尊重し
合える居心地のよい学級をつくる。

学びづくり部 

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他者への思いや
りや社会性、倫理観や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

〇学校評価アンケートで「学校には、いっしょに
遊んだり話したりできる友達がいる。」と回答し
た児童が９０％以上

・「心の木」の取り組みを継続し、温かい言葉や
行為を放送で全校に紹介する。
・児童の心の不安に気付き、早期対応するた
め、月１回心と体のアンケートを実施する。
・異学年交流を図る縦割り班活動や金立特別
支援学校・幼稚園・保育園等との交流学習を実
施する。

心づくり部

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組の充実 ○「組織運営に関するアンケート」で「いじめ防
止等(いじめの定義、防止などのための取組、
事案対処等)について組織的対応ができてい
る」と回答した教職員85%以上

・いじめの早期発見のための月1回の「心のア
ンケート」を行う。
・自他を尊重して行動する児童の育成をめざし
た集会を学期に1回行う。

児童生徒支援 

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に向けて意欲的に
取り組もうとするための教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒８０％以上
●「将来の夢や目標を持っている」について肯
定的な回答をした児童生徒８０％以上

・温かな言葉掛けや認める声掛け、賞賛を積極
的に行い、ほめて伸ばす教育を実践する。
・中学生から中学校生活についての説明を聞い
たり（ようこそ先輩）、ゲストティーチャーを招い
たりし（キャリア教育）、将来への夢をもつ機会
を作る。

教務主任 

●健康・体つくり

❷「望ましい生活習慣の形成」 〇学校評価アンケートで「早寝・早起き・朝ごは
んに取り組んでいる。」と回答した児童９０％以
上

・望ましい生活習慣を形成していくため、月１回
心と体のアンケートを実施する。
・年に２回「早寝・早起き・朝ごはん」実施週間
を設定し、定期的な評価を指導に生かす。
・栄養教諭と担任とのT.Tの食育の授業を全ク
ラスで年間１回は行う。

体づくり部 

●業務改善・教職員の働
き方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の削減 ●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間
の上限を遵守する。
●年間２０日の年次休暇のうち、職員１人当たり
の年次休暇の取得日数１４日以上

・定時退勤日を設定し、退勤時にはタイムカード
またはPCでの打刻を徹底する。また、施錠時刻
を事前に明示することで、退勤時刻に対する意
識の向上を図る。
・校務用サーバーやTeams、iSchool等のICT
ツールの活用を一層推進する。会議資料のデー
タ化および共有を徹底し、業務の効率化とペー
パーレス化を図る。
・次年度を見据え、各種行事の内容や実施方法
の見直し・精選を行い、業務の効率化と負担軽
減につなげる。

教頭 

●特別支援教育の充実
○（学校独自重点取組・任意） ○（学校独自成果指標・任意） ・ ・

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標

（数値目標）

進捗度

（評価）
進捗状況と見通し

達成度

（評価）
実施結果 評価 意見や提言

○個に応じた教育

○教育相談・特別支援教育による支援の組織化
○不登校の解消

○学校評価アンケート「児童の能力や個性を把
握評価し、児童が努力したことや頑張ったこと、
よい点を積極的に褒めている。」教員が８割以
上
○学校評価アンケート「児童の意見をよく聞き、
悩みや相談に応じている。」教員が８割以上
○完全不登校の児童をなくす。

○隔月に1回程度、配慮を要する児童について
情報交換をする場を設定し、共通理解に努め
る。
○必要に応じてケース会議を開いて対応や支
援について検討し、チームで取り組んでいく。
○学期ごとに、個別の支援計画・指導計画の目
標を振り返り、評価と見直しを行う。
○別室登校児童や不登校児童の状況につい
て、日常的に情報を共有し、チームで対応する。

主幹教諭 

○開かれた学校づくりの
推進

○保護者や地域住民との情報の共有化
○保護者や地域との連携強化

○学校評価アンケート「学校は、子どもの様子
をお便りなどで伝えている」と回答した保護者９
割以上
○学校評価アンケート「PTA活動や地域行事に
は進んで参加・協力している」と回答した保護
者８割以上

・保護者や地域住民に対して、学校だよりや学
年・学級だより、学校ホームページ等に加え、連
絡アプリ「れんらくん」等も活用し、迅速かつ分
かりやすい情報発信を行うことで、連携の強化
を図る。
・学校行事等への参加や協力について、保護
者・地域と連携しながら積極的に依頼する。

教頭 

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・
　　次年度への展望

達成度（評価）

 Ａ：十分達成できている

 Ｂ：おおむね達成できている

 Ｃ：やや不十分である

 Ｄ：不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度
　　評価結果の概要

保護者へのアンケートや学校評議員会の中で、学校の現状や今年度の取組については、おおむね高い評価をいただいている。全職員が一丸となって共通理解・共通実践に取り組んできた成果だと考える。今後も、全職員による情報共有を基盤に、組織的な対応力強化に努める。
・一人一人大切にした教育の充実のために、「心と体のアンケート」、「心の木」の取組、「いじめ宣言」、「人権集会」等、今後も全職員による情報共有を基盤として継続し、自他を大切にする心の醸成を図っていく。
・学力向上に向けて、次年度も基礎・基本の定着を基盤に、児童が主体的に学習し、考えを深める言語活動の充実を目指し、教師の指導力向上に資する研修を深めていく。
・多様な子ども達が安心して学べる学級づくりに向けて、「学習のきまり」を年度当初共通理解をし全職員で意識しながら徹底を図り、より充実した学級経営を行っていける環境を整えていく。
・今後も行事等の見直し及び精選をしながら、個人の目標をさらに具体化させることで、教師の意識を高め、業務改善・教職員の働き方改革を更に推進していく。

２　学校教育目標
　夢をもち　仲間とともに学ぶ　元気な北っ子の育成
　　　　～思いやる　考える　きたえる～

３　本年度の重点目標

①   一人一人を大切にした教育の充実
②　学力の向上
③　健やかな身体を育む教育の推進
④　開かれた学校づくりの推進

学校名 佐賀市立春日北小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


